
過去のトップフォーラムのカリキュラム一例

「トップフォーラム in 福岡」（令和2年1月31日（金））

災害対策専門研修
 阪神・淡路大震災記念

人と防災未来センター

　当センターは、災害対策専門職員の育成、実践

的な防災研究と若手防災専門家の育成、災害対応

の現地調査・支援、交流・ネットワーク、展示、

資料収集・保存といった6つの機能を備えて

います。これらのなかでも、特に「災害対策専門

研修」を、災害に関する実践的な人材育成の一環

として、重点的に推進しています。

　この研修は、センターがオープンした平成14

年度から実施しており、カリキュラムや講義内容

については、受講生へのアンケートに基づき不断

に見直しを行っており、高い評価をいただいて

います。

　地震や集中豪雨、台風などの災害に備え、防災

関係職員が必要な知識・技術を習得しておくこと

は極めて重要です。また、南海トラフ巨大地震や

首都直下地震といった国難ともなりうる巨大災害

の発生が懸念されています。これらの災害に対処

するためには、自然災害による被害をできるだけ

小さくし、復旧に係る時間もできるだけ短くする

縮災社会（Resilient Society）を実現しなければ

なりません。そのための人材育成も喫緊の課題

です。

　この研修は、センターの研究員が実践的・総合的

な研修として企画・運営し、講師も第一線でご活躍

されている方にお願いしております。また、受講者

の知識やレベルに応じて無理なくステップアップ

できるよう工夫しており、必ずや、関係者のご期待

にそえるものと自負しておりますので、ぜひとも

多くの方々に受講いただきますようご案内いた

します。

　我が国は、その地理的、地形的、気象的な特性

から、これまで様々な自然災害に見舞われ、その

都度多くの人的・物的被害を被ってきました。特

に、平成23年の東日本大震災は未曾有の被害を

もたらし、我が国の防災対策に大きな教訓を残

しました。また、近年では、平成28年熊本地震や

平成30年7月豪雨等により、大きな被害が発生

しました。さらに、今後南海トラフ沿いで大規模

な地震が発生することも懸念されているところ

です。

　こうしたことから、政府としては、各種法令の

整備や、防災基本計画の修正、中央防災会議防災

対策実行会議の下に各種ワーキンググループを

設置し、防災対策の検討を行うなどの対策を

進めています。

　これら防災対策を実行するにあたっては、業

務に直接携わる地方公共団体の担当職員の能力

向上、人材の育成は最重要課題であり、これを積

極的に推進していく必要があると考えておりま

す。人と防災未来センターでは、最新の防災研究

成果を踏まえた実践的・体系的な「災害対策専門

研修」が行われており、地方自治体の防災担当者

など、全国各地から多くの方々が受講されてお

ります。このような研修を積極的に活用するこ

とにより、防災担当者の能力の向上はもとより、

組織全体の災害対応力の向上に努めていただき

たいと考えております。

　平成7年の阪神・淡路大震災、平成23年の

東日本大震災、また近くは、平成28年の熊本

地震や昨年の北海道胆振東部地震など、わが

国では多くの大地震が発生し、甚大な被害を

もたらしてきました。地震以外にも、平成30

年の西日本豪雨をはじめとする風水害、噴火

災害、大規模火災など、毎年のように、様々な

災害に全国各地が見舞われています。

　また、近い将来には、南海トラフ巨大地震や

首都直下地震等の大規模地震災害の発生も懸

念されており、各機関における、より一層の防

災・危機管理体制の強化が求められています。

　消防庁としても、緊急消防援助隊の増強を

図るとともに、地方公共団体に対し、防災体制

の点検を求め、地域の防災体制の再構築を推

進しています。

　そして、各地域の被災現場において、防災・

危機管理を担う最後の砦は地方公共団体の皆

様です。そのために、首長等幹部職員の皆様の

危機管理能力及び防災担当職員の皆様の実践

的対応能力の向上、さらには、自主防災組織等

の防災リーダーや地域住民の皆様の防災力向

上が必要不可欠です。

　人と防災未来センターで開講される「災害

対策専門研修」では、地方公共団体の職員の皆

様などを対象に、専門家による高度な研修が

行われています。この研修に多くの方々が積

極的に参加していただき、地方の防災リー

ダーとしての見識を高めていただくとともに、

地方公共団体間のネットワークを構築するこ

とにより、我が国の防災・危機管理体制がより

一層充実されるよう期待しております。
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■受講者の評価

■受講者数（演習の部）

カリキュラム

　カリキュラムは、センター長による開催地

の地域特性に応じた災害対応についての講

義に加えて、過去の災害経験や教訓、研究

成果を踏まえた演習から成り立っています。

　演習では、地震・津波など大規模災害の

発生を想定し、その対応について討議いた

だき、現役の新聞記者・アナウンサー等によ

る模擬記者会見を実践していただきます。

トップフォーラム
TOP FORUM
　自治体の首長を対象とした研修です。今後突発的に発生する大災害に

対し自治体のトップである首長に求められる役割やリーダーシップなど

について議論や演習を行い、自治体の防災･危機管理体制の一層の充実

を図ることを目的としています。

　トップフォーラムは、出前方式で開催都道府県と共催で実施しています。

●平成18年度～19年度の共催実績　徳島県、鳥取県、秋田県
●平成20年度　兵庫県、新潟県、滋賀県
●平成21年度　香川県、三重県、埼玉県、熊本県、和歌山県
●平成22年度　長野県、宮城県、兵庫県、長崎県
●平成23年度　愛知県、兵庫県、鳥取県
●平成24年度　佐賀県、岩手県、高知県
●平成25年度　山形県、岐阜県、福岡県
●平成26年度　広島県、宮崎県、兵庫県
●平成27年度　岡山県、大阪府、奈良県
●平成28年度　栃木県、長野県、富山県
●平成29年度　北海道、静岡県、福島県
●平成30年度 青森県、沖縄県、大分県
●令和元年度 佐賀県、鳥取県、福岡県
●令和2年度 三重県、群馬県、鹿児島県（予定）

※令和2年度末までに、36道府県で実施（予定）

開講式 知事　5分

講義1 40分
福岡県における自然災害とその対応
 河田 惠昭　センター長

講義2 10分
政府の初動対応
 内閣府政策統括官付企画官

講義3 20分
災害対応における首長の役割
 センター主任研究員

講義4 20分
災害対応における広報のあり方
 センター特別研究調査員（新聞記者・アナウンサー等）

演　習 97分
ワークショップ 目標管理型災害対応
　　【オリエンテーション】
　　【ワークショップ】

模擬記者会見 23分

講評など 25分

センター長あいさつ 内閣府からのご推薦 消防庁からのご推薦

評価アンケートによる研修内容に対する満足度（100点満点）
88.8点（令和元年度実施の3道県平均）

「災害時に情勢が日々変化する中で、目標に向けた対策を考えることの難しさを
感じることができた。」「災害時におけるトップに必要な姿勢や心構えがよく
理解できた。」 「災害時の広報対応の重要性を改めて認識した。」等の感想を
いただいています。
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